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3 月号曲千

今月の主な紙面
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武水別神社神主松田館・長屋門

近世初頭から武水別神社の神主を務める松田家。松田

館は、神官の住居として屈指の屋敷構えを持ち、当時の

屋敷環境のほとんどが保たれている貴重な遺構です。

市政トピックス
阿部知事が新幹線新駅誘致期成同盟会顧問に就任 など

【特集】　松田館

4月から導入「副学籍」

今月の表紙

松ま

つ

田だ

館
や

か

た

～
千
曲
市
に
残
る
歴
史
～

特  集
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平
成
29
年
2
月
3
日
に
、
阿
部
知

事
が
北
陸
新
幹
線
新
駅
誘
致
期
成
同

盟
会
の
顧
問
に
就
任
し
ま
し
た
。

阿
部
知
事
の
顧
問
就
任
に
よ
り
、

北
陸
新
幹
線
新
駅
誘
致
期
成
同
盟
会

は
、
県
内
18
市
の
市
長
と
市
議
会
議

長
な
ど
と
と
も
に
、
全
県
的
な
体
制

が
整
い
ま
し
た
。
同
盟
会
に
は
県
経

営
者
協
会
な
ど
71
団
体
が
参
画
し
て

お
り
、
県
関
係
の
国
会
議
員
な
ど
、

顧
問
は
１
１
１
人
、
相
談
役
と
参
与

が
78
人
、
会
を
運
営
す
る
役
員
は
71

人
、
会
員
は
約
１
万
２
７
０
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す（
2
月
現
在
）。

阿
部
知
事
の
顧
問
就
任
を
受
け
、

市
は
期
成
同
盟
会
と
と
も
に
今
後
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
長
野
支
社
な
ど
に
新
駅

設
置
を
要
望
し
、
引
き
続
き
新
駅
設

置
の
有
効
性
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

一般 社団法 人「 信州千曲観光 局」設立に向けて

千 曲 版 Ｄ Ｍ Ｏ セ ミ ナ ー 開 催

千 曲 市 移 住 ガ イ ド を

ご 活 用 く だ さ い

別 冊 Ｋ Ｕ Ｒ Ａ「 信 州 千 曲 市 」を 作 成

市
で
は
、
市
外
・
県
外
か
ら
の
移

住
や
千
曲
市
民
の
定
住
を
促
す
た

め
、
先
ご
ろ
、
出
版
社
と
の
官
民
協

働
事
業
に
よ
り
、
別
冊
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ「
信

州
千
曲
市
」を
作
成
し
ま
し
た
。

市
内
で
は
、
移
住
経
験
を
持
つ
た

く
さ
ん
の
市
民
が
活
躍
し
て
お
り
、

そ
う
し
た
人
た
ち
が
感
じ
て
い
る
千

曲
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
は
、
移
住

を
考
え
て
い
る
市
外
・
県
外
の
移
住

希
望
者
を
千
曲
市
へ
引
き
寄
せ
て
く

れ
る
力
が
あ
り
ま
す
。こ
の
本
は
、最

近
話
題
の
市
民
活
動
や
千
曲
で
自
慢

の
農
業
、
も
の
づ
く
り
、
芸
術
、
歴
史

な
ど
を
、
市
民
の
笑
顔
と
四
季
折
々

の
す
ば
ら
し
い
風
景
の
写
真
と
と
も

に
1
冊
に
収
め
た
、
千
曲
の
魅
力
満

載
の
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

＊参加費無料、どなたでも参加できます

■問い合わせ先　戸倉庁舎・地域活力創造課（内線6272）

勉
学
な
ど
で
ふ
る
さ
と

を
離
れ
た
お
子
様
や
市

外
・
県
外
で
移
住
を
考
え

て
い
る
知
り
合
い
の
方
が

お
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
お
勧
め
く

だ
さ
い
。

千
曲
市
移
住
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
、
別
冊
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ「
信

州
千
曲
市
」は
、
県
内
の

書
店
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

お客様・住民・居住者

千曲版ＤＭＯ

交通事業者 商工業 宿泊施設 農林漁業 飲食店 行政 地域住民

問い合わせの一元化
ワンストップサービス機能

日時 　 3 月8日（ 水 ）午 後 7時 ～ 8 時 3 0 分

場 所 　 更 埴 文 化 会 館  小 ホール

■問い合わせ先　上山田庁舎・観光課（内線7222）

千曲ブランドの発信
情報発信の一元化
集客・誘客の一元化

第 二 次 千 曲 市 総 合 計 画（案 ）に

対して審 議 会が 最 終 答 申

「 科 野の国 さらしな はにしな

　 　 　 　 　史
し と

都がにぎわう 信州の交流 拠点  千曲 」

■問い合わせ先　更埴庁舎・総合政策課（内線5314）

千
曲
市
総
合
計
画
審
議
会
は
、
平

成
28
年
８
月
と
10
月
に
岡
田
市
長
よ

り
諮
問
さ
れ
た
第
二
次
千
曲
市
総
合

計
画「
基
本
構
想
案
・
基
本
計
画
案
」

の
審
議
・
調
査
を
終
え
、２
月
13
日

に
市
役
所
更
埴
庁
舎
で
岡
田
市
長
に

最
終
答
申
を
し
ま
し
た
。

市
政
運
営
の
長
期
的
な
指
針
と

な
る「
千
曲
市
総
合
計
画
」は
、
現
計

画（
平
成
19
～
28
年
度
）の
計
画
期

間
が
平
成
28
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
第
二
次
千
曲
市
総
合

計
画
の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

同
審
議
会
は
市
長
か
ら
の
諮
問
を
受

け
、
10
回
に
わ
た
り
審
議
会
を
開
催

し
、
慎
重
に
審
議
・
調
査
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

答
申
に
は
、
お
お
む
ね
諮
問
案
を

了
承
し
た
う
え
で
、「
将
来
に
わ
た

　

阿
部
知
事
が

顧
問
に

就
任

ま
た
、
期
成
同
盟
会
で
は
新
幹
線

新
駅
誘
致
実
現
の
た
め
の
賛
同
署
名

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
な
お
一
層
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
新
幹
線
対
策
室（
内
線
５
３
２
１
） ▲12月19日に更埴文化会館で開催された北陸新幹

線新駅誘致期成同盟会総会

▲官民が連携した千曲版ＤＭＯ
の設立準備委員会を開催

４月１日設立に
向けて準備中 !!

【イメージ図】
観
光
を
取
り
巻
く
目
ま
ぐ
る
し
い

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
千
曲
市
観

光
の
将
来
を
見
据
え
た
戦
略
と
実
行

体
制
の
さ
ら
な
る
進
化
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
千
曲
市
観
光
協
会

を
解
散
し
、
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
新
た
な
観

光
推
進
組
織（
千
曲
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）「
信

州
千
曲
観
光
局
」を
設
立
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

第
一
人
者
で
あ
る
清
水
愼
一
さ
ん（
ま

ち
づ
く
り
ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）が「
観
光
に
よ
る
豊
か
な
地
域
づ

く
り
」「
千
曲
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
期
待
さ
れ

る
役
割
」な
ど
全
国
の
事
例
と
実
情

と
を
比
較
し
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

市政トピックス

北
陸
新
幹
線

　
　
新
駅
誘
致
期
成
同
盟
会

り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
よ
り
一
層
堅
持
し
て

い
た
だ
き
た
い
」な
ど
計

画
を
進
め
て
行
く
う
え
で

の
４
つ
の
留
意
事
項
が
付

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
市
で

は
審
議
会
か
ら
の
答
申
を

最
大
限
に
尊
重
し
議
案

と
し
て
ま
と
め
、
市
議
会

３
月
定
例
会
に
提
出
し
ま

す
。

▲岡田市長に答申書を手渡す藤居良夫会長
（中央）と鹿田厚子副会長（右）

定
価
１
０
０
０
円（
税
込
）

▲
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中
世
か
ら
残
る
貴
重
な
神
主
屋
敷

八
幡
地
区
の
中
心
に
位
置
す
る
武

水
別
神
社
で
は
、
毎
年
12
月
に
国
選

択
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る「
大
頭
祭
」が
行
な
わ
れ
て
お

り
、４
０
０
年
も
の
歴
史
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

松
田
館
は
、
こ
の
神
社
西
側
を
通

る
県
道
か
ら
大
門
を
入
っ
た
先
に
、

１
８
６
６
坪（
南
北
約
93
ｍ
、
東
西

約
73
ｍ
）の
屋
敷
を
構
え
て
い
ま

す
。
屋
敷
の
四
方
に
は
高
さ
約
3
ｍ

の
土
塁（
土
手
状
の
防
御
施
設
）や

幅
約
4
ｍ
、
深
さ
約
2
ｍ
の
堀
に
囲

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
残
る
堀
は

東
側
の
み
で
、
ほ
か
は
堀
が
埋
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査

の
結
果
か
ら
、
土
塁
は
、
16
世
紀
代

室
町
か
ら
戦
国
時
代
の
築
造
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
松
田
館
は
、
主お

も
や屋

や

御お
た
ま
や

霊
屋
・
西
の
土
蔵
な
ど
が
寛
政
3

年（
１
７
９
１
）以
前
に
、斎さ

い
か
ん館

や
長

屋
門
・
隠
居
屋
な
ど
は
江
戸
時
代
後

半
か
ら
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
世
か
ら
の
神
主

の
館
が
、
現
在
も
神
社
や
祭
礼
と
一

体
に
な
っ
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
は

全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の
で
す
。

松
ま つ

田
だ

館
や か た

戦 国 時 代 に 建 て ら れ た と さ れ る 松 田 館 。武 水 別 神 社 神 官 の 松 田 家 の 神 主 屋 敷 と し
て 、 県 内 屈 指 の 屋 敷 構 え を 持 ち 、 一 万 数 千 点 に の ぼ る 古 文 書 ・ 書 画 ・ 道 具 類 な ど の
貴 重 な 資 ・ 史 料 が 残 さ れ て い ま す 。
今 回 の 特 集 は 、4 0 0 年 以 上 の 歴 史 を 持 つ 長 野 県 史 跡「 松 田 館 」を 紹 介 し ま す 。

博
物
館
と
し
て
公
開
予
定

平
成
16
年
に
武
水
別
神
社
宮
司
の

松
田
孝
弘
さ
ん
か
ら
、
長
野
県
宝
に

指
定
さ
れ
た
松
田
家
住
宅
主
屋
や
市

指
定
文
化
財
の
付
属
建
物
な
ど
11
棟

を
市
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
市
は

建
物
や
一
万
数
千
点
の
古
文
書
な
ど

資
・
史
料
の
保
存
・
活
用
を
図
る
た

め
、
松
田
家
資
料
等
保
存
整
備
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
、
主

屋
・
土
塁
・
堀
の
整
備
な
ど
が
完
了

し
、
平
成
31
年
度
に
は
全
体
を
博
物

館
と
し
て
公
開
す
る
予
定
で
す
。

特 

集

明
治
34
年（
１
９
０
１
）　
「
長
野
縣
更
級
郡
八
幡
邨
松
田
穂
並
邸
宅
」よ
り

▲

●天正12年（1584）

　　

●文禄元年（1592）

 

●江戸時代前期　

●明治元年（1868）

　

●明治時代　　　

●平成7年～15年

●平成15年

●平成16年1月　   

●平成16年11月    

●平成17年～　    

●平成18年4月

 

●平成26年2月 

●平成26年

●平成28年

松田館
歴史年表

▲屋敷の北側の堀跡を発掘調査、
幅約４ｍ、深さ約２ｍであるこ
とが判明

▲堀跡から、内
な い じ な べ

耳鍋やかわらけと
呼ばれる戦国時代の土器が出土

▲天正12年 (1584) 上杉景勝か
ら松田氏に、稲荷山城と八幡神
領の管理を命じた文書

発見された貴重なもの

上杉景勝　稲荷山城を築く

この頃に松田館が設けられたとみ

られる

頭 人 行 事 の 頭 人 名 が 記 さ れ た

「御
おとうちょう

頭帳」が残る

主屋など建築

幕末に隠居屋・斎館建築

神仏分離（廃
は い ぶ つ き し ゃ く

仏稀釈）により神宮

寺が廃寺となる

新座敷建築

八幡村役場・駐在所・郵便局など

が置かれる

松田家資料調査を市民団体の協力

を得て実施

千曲市指定有形文化財「松田邸」

松田家資料保存整備計画策定

長野県宝「松田家住宅主屋」

松田家資料保存整備事業着手

長野県史跡「武水別神社神主松田

家館跡」

長野県宝「松田家斎館」

長屋門修理完成

堀修理完成

～
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室
町
・
戦
国
時
代
か
ら
つ
づ
く

屋
敷
跡
に
は
、
18
世
紀
前
半
に
建

て
ら
れ
た
茅
ぶ
き
の
主
屋
が
あ
り

ま
す
。
江
戸
時
代
は
仏
教
が
国
教

で
、
更
級
八
幡
宮（
武
水
別
神
社
）

は
寺
院
と
さ
れ
、
信
州
八
幡
神
宮

寺
が
将
軍
に
お
目
見
え
の
特
権
を

も
ち
、
神
主
は
松
代
藩
の
寺
社
奉

行
の
管
轄
下
で
し
た
。そ
の
た
め
、

近
世
の
神
主
屋
敷
は
民
家
造
り

で
あ
り
、
禊み

そ
ぎ

用
の
湯
殿（
身
を
清

め
る
場
所
）を
も
っ
て
い
る
こ
と

が
神
主
屋
敷
と
し
て
の
最
大
の
特

徴
で
す
。
普
通
の
民
家
に
は
な
い

も
の
で
す
か
ら
、
民
家
よ
り
も
格

が
上
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。と

こ
ろ
が
、
19
世
紀
か
ら
国
学

や
尊
王
思
想
が
広
が
り
、
神
社
の

神
道
思
想
が
高
ま
っ
て
き
て
、
更

級
八
幡
宮
は「
武
水
別
神
社
」と

社
号
を
変
更
し
ま
し
た
。
幕
末
の

１
８
６
１
年
に
は
神
事
の
た
め
の

神
殿
と
し
て
松
田
家
斎
館
が
増
築

さ
れ
ま
し
た
。
明
治
維
新
以
降
、

明
治
政
府
に
よ
り
廃
仏
稀
釈（
仏

教
を
排
斥
す
る
こ
と
）運
動
が
進

め
ら
れ
近
代
神
主
邸
宅
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
に
、
八
幡

村
役
場
が
置
か
れ
て
、
知
事
ら
を

接
待
す
る
た
め
の
新
座
敷
が
新
築

さ
れ
る
な
ど
、
規
模
や
建
物
が
増

松 田 館 は、 中 世 から 近 世 を 経 て 近

代 に 至 るま で の 神 主 邸 宅 の 景 観 を

追 体 験できる貴重な文 化 財です。

■日時　３月21日（火）～26日（日）まで
　　　　午前１０時～午後４時
■会場　松田館（武水別神社西側）
　　　　車でお越しの際は、武水別神社の　

　　　駐車場をご利用ください。
■対象　どなたでも見学できます。
■内容　係員が会場で解説します。期間中お

　　　茶会や水彩画展を行ないます。
■申込方法　　事前申込み不要
■問い合わせ先　
　市歴史文化財センター（℡026-261-3210）

3 月 2 1 日 ～ 2 6 日 ま で

加
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
松
田
館
は
、
江
戸

時
代
に
は
民
家
造
り
の
神
主
屋
敷

で
あ
っ
た
の
が
、
明
治
に
な
り
国

家
神
道
の
宗
教
政
策
の
下
で
近
代

神
主
邸
宅
に
整
備
さ
れ
た
景
観
が

見
ら
れ
る
全
国
で
も
唯
一
の
場
所

で
も
あ
る
の
で
す
。

ま
た
、
松
田
家
文
書
は
、
室
町

時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
和
歌
・
連

歌
・
俳
句
な
ど
の
文
学
史
料
の
ほ

か
に
、
武
田
信
玄
・
今
川
義
元
・

上
杉
景
勝
な
ど
戦
国
大
名
や
歴
代

の
徳
川
将
軍
家
の
発
給
文
書
、
近

世
の
更
級
八
幡
宮
の
社
務
関
係

文
書
な
ど
が
大
量
に
残
さ
れ
て
お

り
、
現
在
も
整
理
調
査
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

井 原  今 朝男 さん

主屋には、22 年ほど前（平成 6 年）まで実際に住
んでいました。祭事のときは、今も斎館を使用して
います。神主住宅の特徴として、「おたや」「御

お た ま や

霊屋」

松 田 館 を 一 部 公 開

は普通の住宅では見られない珍しい建
物です。

裏庭には、裏長屋から長屋門の堀ま
で流れる水路があり、昔は生活用水と
して使っていて、ホタルも舞っていた時
期もありました。屋敷全体の雰囲気を
通して、その時代に生きていた人たちの
生活を想像しながら、ゆったりとした時
間を過ごしてもらいたいと思います。

武水別神社神主
松田 直隆さん

【特集】 松田館

国立 歴 史民 俗 博 物 館
総 合 研 究大 学 院 大 学

松田家資料保存整備委員会座長・市文
化財保護審議会会長としてご指導され
ています。

名誉 教 授

神 主 松 田 さ ん が

　 　 　 　 　 紹 介 す る松 田 館

▲主屋から斎館に向かう途中に、身
体を清める「湯

ゆ ど の

殿」があるのが大き
な特徴です

県
知
事
を
接
待
す
る
た
め

に
明
治
に
な
っ
て
建
て
ら

れ
た
八
幡
の
迎
賓
館
で
す
。

新し

ん

ざ

し

き

座
敷

県
宝
指
定
。
近
世
の
神
社
神
主
家
の
住

宅
が
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る

例
は
、
全
国
的
に
み
て
も
非
常
に
少
な

く
貴
重
な
建
物
で
す
。

県
宝
指
定
。江
戸
時
代
の
終
わ
り
に
改

築
さ
れ
、
現
在
も
仲
秋
祭
や
大
頭
祭
の

出
達
式
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

斎さ

い

か

ん館

松
田
家
住
宅
主お

も

や屋

松田館に現存する建物

▲玄関の土間を入ると、とりつぎの
間・なかの間・客間・座敷と続い
ています

幕
末
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
こ
の
時
に
土
塁
を
壊
し

て
い
る
こ
と
が
調
査
で
判

り
ま
し
た
。

隠い

ん

き

ょ

や

居
屋

明
治
に
な
っ
て
建
て
ら
れ
た

裏
門
で
、
門
の
下
に
水
路
を

通
し
、
屋
敷
内
に
水
を
引
い

て
い
ま
す
。

裏う

ら

な

が

や

長
屋

寛
政
６
年（
１
７
９
４
）
に

建
て
ら
れ
、
墨
書
が
天
井
の

梁
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。展

示
室
に
改
装
し
ま
し
た
。

味み

そ

ぐ

ら

噌
蔵

松田館の魅力
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地
域
の
仲
間
と
「
つ
な
が
り
」
を

　
　
　
　
　

持
ち
続
け
て
ほ
し
い

対
象
と
な
る
子
ど
も
達
は

市
内
に
居
住
し
て
、
現
在
、
特
別
支

援
学
校（
稲
荷
山
養
護
学
校
、
長
野
ろ

う
学
校
、
長
野
盲
学
校
、
若
槻
養
護
学

校
、
信
州
大
学
附
属
特
別
支
援
学
校
な

ど
）に
通
学
し
て
い
る
児
童
生
徒
が
対

象
に
な
り
ま
す
。副
学
籍
を
希
望
す
る

保
護
者
が
特
別
支
援
学
校
に
申
し
出
を

し
て
、
子
ど
も
や
保
護
者
の
希
望
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
な
交
流
内
容
は

子
ど
も
の
健
康
状
況
や
交
流
内
容
の

希
望
を
基
本
に
、
保
護
者
と
在
籍
校
、

副
学
籍
校
で
相
談
を
し
な
が
ら
計
画
を

副
学
籍
と
は

副
学
籍
と
は
、
特
別
支
援
学
校（
在

籍
校
）で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
、
居
住
す

る
地
域
の
小
・
中
学
校
に「
副
学
籍
」を

お
き
、
交
流
や
共
同
学
習
を
と
お
し
て
、

居
住
地
域
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒

と
の
つ
な
が
り
を
継
続
し
、
仲
間
意
識

を
高
め
る
取
組
み
で
す
。

副学籍キーワードは「つながる」 4月から導入

こ
れ
ま
で
も
、
本
校
の
子
ど
も
た
ち

と
市
内
の
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
は
、
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
回
数
も
限
ら
れ
お
互
い
の
通
学
区

の
地
域
の
仲
間
と
交
流
や
つ
な
が
り
を

深
め
る
と
こ
ろ
ま
で
は
、
な
か
な
か
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
副
学
籍
」で
は
、
在
籍
校
の
ほ
か
に

地
域
の
学
校（
副
学
籍
校
）に
も
、
そ
の

子
ど
も
の
属
す
る
学
級
が
あ
り
机
や
ロ

ッ
カ
ー
が
用
意
さ
れ
、
ご
希
望
に
よ
り

名
簿
に
名
前
が
載
り
ま
す
。本
人
か
ら

す
る
と
、
自
分
の
居
場
所
が
あ
っ
て
行

き
や
す
く
な
り
ま
す
し
、
ク
ラ
ス
の
子

ど
も
た
ち
は「
時
々
、
養
護
学
校
か
ら
来

る
お
友
だ
ち
だ
け
れ
ど
、
私
た
ち
の
学

級
の
友
だ
ち
の
一
人
で
も
あ
る
」と
い
う

気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
。

本
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
同

世
代
の
友
だ
ち
と
一
緒
に
い
る
時
間
が

少
し
で
も
多
く
持
つ
こ
と
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。
学
校
生
活
で
の
友
だ

ち
の
つ
な
が
り
は
、
将
来
社
会
に
出
た

あ
と
の
つ
な
が
り
に
も
必
ず
通
じ
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
み
て
も
、
こ
れ
か
ら
社
会
を
作
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
々

を
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
理
解
が

必
要
で
、
多
様
性
を
認
め
て
生
き
て
い

く
力
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
世
の

中
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
く
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
生
活
に
限
ら
ず
地
域
の

中
で
も
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん

な
で
配
慮
を
し
な
が
ら
も
、
地
域
の
行

事
に
誘
っ
て「
一
緒
に
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い

か
」と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
が
高
ま
っ

て
く
れ
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

稲荷山養護学校　宮坂 正 校長

立
て
て
い
き
ま
す
。

○
学
校
行
事（
入
学
式
・
卒
業
式
・
運

動
会
・
音
楽
会
・
文
化
祭
・
学
年
行

事
な
ど
）へ
の
参
加

○
交
流
・
共
同
学
習（
活
動
可
能
な
教

科
学
習
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な

ど
）へ
の
参
加

○
学
校
だ
よ
り
な
ど
の
配
布

○
地
域
行
事（
地
域
行
事
や
小
・
中
学

校
の
地
区
単
位
で
行
な
う
行
事
な
ど
）

　
へ
の
参
加
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

期
待
で
き
る
効
果

特
別
支
援
学
校
で
学
ぶ
児
童
生
徒
は

居
住
地
の
小
・
中
学
校
で
生
活
体
験
を

広
げ
、
地
域
の
児
童
生
徒
と
の
仲
間
意

識
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
の

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
は
障
が
い
の
あ

る
児
童
生
徒
と
ふ
れ
あ
い
、
共
に
活
動

を
す
る
こ
と
に
よ
り
個
々
の
違
い
を
認

め
合
い
な
が
ら
仲
間
意
識
を
高
め
、
共

に
尊
重
し
あ
う
心
が
育
ち
ま
す
。そ
し

て
将
来
的
に「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」

を
大
切
に
し
な
が
ら「
共
生
社
会
に
つ

な
が
る
行
動
力
と
豊
か
な
人
間
性
の
形

成
」に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

インタビュー

２副
学
籍
を
お
く
埴
生
小
学
校
に
は
、

保
育
園
で
一
緒
だ
っ
た
お
友
だ
ち
が
い

る
の
で
、
そ
の
子
た
ち
と
一
緒
に
活
動

す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
や
、
息
子
の

こ
と
を
知
ら
な
い
子
と
の
交
流
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

小
学
校
へ
は
親
の
付
き
添
い
が
必
要

な
の
で
、
私
の
仕
事
の
都
合
に
よ
り
交

流
の
回
数
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
人
は
気
に
し
な
い
性
格
で
す
が
、
障

が
い
の
こ
と
で
か
ら
か
わ
れ
な
い
か
と

い
う
不
安
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ

を
恐
れ
て
何
も
し
な
い
よ
り
、
小
さ
い

頃
か
ら
周
り
と
の
交
流
を
多
く
持
ち
、

将
来
一
人
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

つ
な
が
り
は
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

「 将 来のために、今から

社会を広げてもらいたい」

中学１年生の娘を
もつ保護者の方

娘
は
小
学
６
年
生
ま
で
は
地
域
の
小

学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
中
学
か

ら
は
稲
荷
山
養
護
学
校
に
通
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
居
住
地
間
交
流
と
し
て
年

数
回
の
交
流
は
あ
り
ま
し
た
が
、
学
校

が
別
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
お
客
さ
ん

の
よ
う
な
立
場
だ
っ
た
の
で
打
ち
解
け

に
く
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

仲
が
良
か
っ
た
お
友
だ
ち
と
会
う
機

会
も
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
今
回
の
制

度
で
、
で
き
る
限
り
交
流
を
も
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
し
、
同
じ
ク
ラ
ス
の

お
友
だ
ち
と
し
て
、
も
っ
と
深
い
関
係

を
築
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「もっと 深く交 流 が できる

　ようになればうれしい」

■問い合わせ先　戸倉庁舎・教育総務課（内線6318）

インタビュー１

小学１年生の息子を
もつ保護者の方
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次 代 の ま ち づ く り の た め に  
～ 立 地 適 正 化 計 画 の 策 定 に 向 け て ～ v ol .  5

前号では、立地適正化計画の内容についてご紹介しました。
今月号では、計画が公表された場合に必要となる届出についてご紹介します。

■問い合わせ先　更埴庁舎・都市計画課（内線5622）

立地適正化計画では、居住を誘導する「居住誘導区域」と、生活サービスを誘導する「都市機能誘導区域」を定
め、都市機能誘導区域には、その区域に誘導する施設（誘導施設）を定めています。

立地適正化計画が公表（３月 31 日予定）された場合、都市再生特別措置法に基づき、以下の届出の対象となる
行為を行なう場合、これらの行為に着手する日の 30 日前までに、市長への届出が必要です。

詳細については、市ホームページをご覧いただくか、都市計画課まで問い合わせてください。

居住誘導区域に関する届出

都市計画区域のうち、居住誘導区域外で以下の行為
を行なおうとする場合
●開発行為の場合
①３戸以上の住宅の建築を目的とする開発行為
②１戸又は２戸の住宅の建築を目的とする開発行為

で、その規模が1,000㎡以上のもの
●建築等行為の場合
①３戸以上の住宅を新築しようとする場合
②建築物を改築し、又は建築物の用途を変更して３

戸以上の住宅とする場合

第  回３

今回は１月に台湾で行なわれた台湾人パワ
ーブロガーによる千曲市トークイベントをご
紹介します。

昨年 10 月にブロガーの方に千曲市内と近
隣エリアを 5 日間にわたって旅行してもらい
ました。その体験を抽選で選ばれた 100 名を
超える参加者に向けてお話してもらいました。

台湾から千曲市までのアクセスから始まり、
実際に訪れてみないと分からない千曲市のデ
ィープな魅力をユーモアを交えながら伝え、
参加者は終始興味を持ってトークを聴いてい

    千曲市トークイベント in 台湾

▲千曲市名産品展示コ
ーナー

▲手湯体験、折紙の展
示

▲あん姫のぬいぐるみと
写真撮影をする親子

▲イベントの最後に来場者
の皆さんと記念撮影

ました。トーク以外にも杏製品や日本酒など
千曲市名産品の試飲試食や顔出しパネル、手
湯体験なども行ない、イベント会場は賑

にぎ

わい
に包まれました。告知用に壁に貼っていた千
曲市のポスターも持って帰りたいという方が
多く、イベント終了時には全部無くなってしま
うほどでした。

一方で会場で取ったアンケートでは「千曲市
に行ったことがある」という人はほぼゼロだっ
たので、台湾でユーザーの多い SNS を効果的
に使い、PR していく必要があると実感しまし
た。

堀
内
由
貴 

隊
員

１
月
17
日
、
長
野
県
教
育
委
員
会

の
推
薦
を
い
た
だ
き
千
曲
市
教
育
委

員
会
が「
第
10
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優

良
教
育
委
員
会
文
部
科
学
大
臣
表

彰
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
内
各
学
校
の
担
当
教

諭
で
構
成
す
る「
千
曲
市
キ
ャ
リ
ア
教

育
推
進
委
員
会
」が
中
心
と
な
っ
て
進

め
る
公
開
授
業
、講
演
会
、実
践
事
例

集
の
編
集
・
発
行
な
ど
各
校
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
が
意
図
的
、
計
画
的
に
推

進
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
ニ
ー
ズ
に
寄

り
添
っ
た
学
校
支
援
、
職
場
体
験
の

事
業
所
開
拓
、
通
信「
キ
ャ
リ
ア
か
わ

ら
ば
ん
」発
行
に
よ
る
産
学
の
情
報

共
有
な
ど
の
取
組
み
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
教
育
委
員
会
で
は「
学
校
・

家
庭
・
地
域
を
つ
な
げ
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
」を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

キ ャ リ ア 教 育 優 良 教 育 委 員 会
文 部 科 学 大 臣 表 彰

を 受 賞 し ま し た

■問い合わせ先　戸倉庁舎・教育総務課（内線6314）

市 教 育 委 員 会 が

誘導施設に関する届出

都市計画区域内に、誘導施設を立地しようとする場合
（ただし、都市機能誘導区域内で、それぞれの区域に
定められた誘導施設を立地しようとする場合は不要）
●開発行為の場合
①誘導施設を有する建築物の建築目的の開発行為を

行なおうとする場合
●建築等行為
①誘導施設を有する建築物を新築しようとする場合
②建築物を改築し、誘導施設を有する建築物とする

場合
③建築物の用途を変更し、誘導施設を有する建築物

とする場合

誘導施設 適用

体育館 延床面積3,000㎡以上のもの

図書館 図書館法第2条第1項に定める
もの

病院
医 療 法 第1条の5に定める「病
院」で内科または外科を有する
もの

地域交流
センター

地域住民の相互交流を目的とし、
地域活性化の拠点として文化・
交流などの都市活動・コミュニ
ティ活動を支える中核的な施設

観光交流
センター

地区を訪れる観光客への観光案
内や観光客と地域住民のための
施設

区域図

戸倉駅

周辺地区

戸倉・上山田温泉地区

稲荷山地区

屋代駅

周辺地区

鉄道駅
ＪＲ篠ノ井線

凡例

しなの鉄道
用途地域
都市機能誘導区域
居住誘導区域

北陸新幹線

＊
キ
ャ
リ
ア
教
育

　
一
人
一
人
の
社
会
的
・
職
業
的

自
立
に
向
け
、
必
要
な
基
盤
と

な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
こ

と
を
通
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
発
達

を
促
す
教
育
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自
殺
は
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

全
国
に
お
い
て
、
平
成
10
年
以

降
、
自
殺
で
命
を
落
と
し
た
人
は
年

間
3
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
平

成
24
年
以
降
3
万
人
を
下
回
り
や
や

３
月
は
、
進
学
・
就
職
・
転
勤
・
転
居
な
ど
生
活
環
境
が
大
き

く
変
わ
り
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
や
す
い
時
期
で
す
。
周

囲
の
人
の
気
づ
き
・
声
か
け
が
自
殺
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

他
人
ご
と
と
思
わ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
勇
気
を
持
っ
て
声
を
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
？

○長野いのちの電話

℡026-223-4343
毎日午前11時～午後10時

○自殺予防いのちの電話

℡0120-783-556
毎月10日、24時間無料

午前８時～翌11日午前８時

○こころの健康相談

　　　　　　　統一ダイヤル

（県精神保健福祉センター内）
℡0570-064-556

午前９時30分～午後４時
（月～金曜日）　

＊消えてしまいたいなど自殺
に傾いている方、家族や知
人に死にたいと訴えられる
方、身内が自死して悲観し
ている方などの相談に応じ
ます。

自殺予防を目的とした

相談窓口

○更埴庁舎

　　更埴保健センター

℡026-273-1111
（内線5507）

保健師による相談（随時）、精
神科医による精神保健相談会

（要予約）

○千曲市消費生活センター

（更埴庁舎・生活安全課内）
℡026-274-0820

多重債務や借金などの悩み相
談（要予約）

こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
て
く
だ

さ
い自

殺
に
傾
い
て
い
る
人
は
、
何
か

し
ら
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
孤

立
感
を
高
め
て
い
る
場
合
が
多
く
、

周
囲
の
人
の
気
づ
き
が
、
命
を
救
う

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
眠
れ
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」

「
口
数
が
少
な
く
な
っ
た
」「
い
な

く
な
っ
て
し
ま
い
た
い
と
話
す
」な

ど
、
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
と
感
じ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
声
を
か

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
ど
う
し
た
の
？ 

辛つ
ら

そ
う
だ
け
ど

…
…
」「
眠
れ
て
い
ま
す
か
？
」「
良

か
っ
た
ら
話
を
聞
く
よ
」な
ど
、
声

を
か
け
る
こ
と
で「
ひ
と
り
で
は
な

相
談
さ
れ
た
ら
…
…

相
談
さ
れ
た
場
合
は
、
聞
き
役
に

ま
わ
り
、
気
持
ち
を
受
け
止
め
る
つ

も
り
で
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分

が
聞
き
役
と
し
て
適
切
か
と
迷
っ
た

り
、
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
く
て

は
…
…
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
何
も

言
わ
な
く
て
も
良
い
の
で
す
。
他
者

と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
安
心
感

が
、
心
理
的
孤
立
を
和
ら
げ
て
く
れ

ま
す
。

相
談
を
受
け
た
人
が
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
ら
良
い
か
困
っ
た
場
合

は
、
専
門
家
に
相
談
す
る
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市の関連相談窓口

月
割
課
税
の
制
度
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、４
月
２
日
以
降
に

廃
車
や
譲
渡
さ
れ
て
も
、１
年

分
の
税
金
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
所
有
者
の
申

告
に
基
づ
き
ま
す
。
軽
自
動
車

な
ど
を
廃
車
ま
た
は
他
人
に
譲

渡
、
住
所
変
更
を
し
た
と
き
に

は
、
す
み
や
か
に
申
告
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
車
種
に
よ

っ
て
手
続
き
場
所
・
手
続
き
方

法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
更

平
成
28
年
度
分
に
限
り
適
用

さ
れ
て
い
た
四
輪
車
な
ど
の
グ

リ
ー
ン
化
特
例（
軽
課
税
率
）

区　分

初度検査年月別税率（年額）

平成27年
３月まで

平成27年
４月以降

初度検査年
月から13年
経過【重課税
率】（＊注）

平成28年４月～平成29年３月までのグリーン
化特例対象車【軽課税率】

電気自動車・天
然ガス自動車①

ガソリン車・ハイブリット車

② ③

三輪 3,100円 3,900円 4,600円 1,000円 2,000円 3,000円

四輪
以上

乗　用 営業用 5,500円 6,900円 8,200円 1,800円 3,500円 5,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円 2,700円 5,400円 8,100円

貨物用 営業用 3,000円 3,800円 4,500円 1,000円 1,900円 2,900円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円 1,300円 2,500円 3,800円

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
税
務
課（
内
線
５
２
４
５
）

表　四輪以上・三輪

区　分 取扱窓口 持ち物

原動機付自転車（125cc 以下） ○更埴庁舎税務課
　（内線5245）
○戸倉庁舎市民窓口課（内線6263）
○上山田庁舎市民窓口課（内線7105）

標識（ナンバープレート）、
印鑑、標識交付証明書小型特殊自動車

（農耕用作業車含む）
125cc を超え
250cc 以下のバイク

長野県軽自動車協会
（℡026-243-1967）

各取扱窓口に問い合わせ
てください。

三輪・四輪の
軽自動車（乗用、貨物）

軽自動車検査協会
長野事務所（℡050-3816-1854）

250cc を超える
バイク

長野運輸支局
（℡050-5540-2042）

車種ごとの取扱窓口など

＊注：電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ハイブリットや被けん引車は除きます。
①電気自動車・天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス10％低減）
②乗用：平成32年度　燃費基準＋20％達成車、　貨物用：平成27年度　燃費基準＋35％達成車
③乗用：平成32年度　燃費基準達成車、　貨物用：平成27年度　燃費基準＋15％達成車
＊ただし、②③に該当する場合、いずれも平成17年度排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）に限ります。

の
特
例
措
置
が
1
年
間
延
長

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

四
輪
車
な
ど
の
軽
自
動
車
の

う
ち
、
車
検
証
に
記
載
さ
れ
た

「
初
度
検
査
年
月
」が
平
成
28

年
4
月
か
ら
平
成
29
年
3
月
ま

で
の
一
定
の
環
境
性
能
を
有
す

る
車
両
に
は
、
平
成
29
年
度
分

に
限
り
、
燃
費
性
能
な
ど
に
応

じ
て
グ
リ
ー
ン
化
特
例
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
平
成
28
年
度
課
税

分
が
グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
該
当

し
て
い
た
軽
自
動
車
は
、
平
成

29
年
度
か
ら
標
準
税
率
に
な
り

ま
す
。

平
成
29
年
度
か
ら
重
課
税
率

の
対
象
と
な
る
の
は
、「
初
度

検
査
年
月
」が
平
成
16
年
３
月

以
前
の
軽
自
動
車
で
す
。

守
ろ
う
大
切
な
い
の
ち

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
自
殺
未

遂
者
は
そ
の
10
倍
、
そ
の
周
囲
で
自

殺
の
影
響
を
受
け
る
人
は
5
～
6
倍

存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
私
た

ち
の
身
近
に
起
こ
り
う
る
深
刻
な
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

軽
自
動
車
の

廃
車

・
名
義
変
更
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
続
き
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

関
係
な
く
、
毎
年
４
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
の
車
両
の
所
有

者
（
所
有
権
留
保
付
販
売
の
場
合
は
買
主
）
に
課
税
さ
れ
る
税
金

で
す
。
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嘱
託
職
員
（
介
護
認
定
調
査
員
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
1
人

■
職
種　
介
護
認
定
調
査
員

■
募
集
要
件　
看
護
師
ま
た
は
准
看

護
師
の
資
格
が
あ
る
人
で
、
普
通

自
動
車
免
許
を
保
持
し
パ
ソ
コ
ン

が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
戸
倉
庁
舎
高
齢
福
祉

課
認
定
調
査
係

■
勤
務
期
間　
4
月
1
日
～
平
成
30

年
3
月
31
日

■
勤
務
日
数　
一
般
職
員
に
準
じ
る

■
勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分（
原
則
）

■
賃
金　
月
額
19
万
８
０
０
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
募
集
要
件
に
係
る
資

格
・
登
録
な
ど
の
証
明
書
の
写

し
を
添
え
て
、３
月
15
日（
水
）ま

で
に
持
参
す
る
か
郵
送（
当
日
必

着
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
３
月
下
旬　

臨
時
職
員
（
事
務
補
佐
員
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
１
人

■
勤
務
内
容　
日
本
赤
十
字
社
千
曲

市
地
区
に
関
わ
る
事
務
補
助
な
ど

■
募
集
要
件　
市
内
在
住
で
、
パ
ソ

コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
戸
倉
庁
舎
福
祉
課

■
勤
務
期
間　
4
月
1
日
～
平
成
30

年
3
月
31
日

■
勤
務
日
数　
12
日
／
月

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分

■
賃
金　
日
額
６
０
９
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に

記
入
の
う
え
、３
月
15
日（
水
）ま

で
に
持
参
す
る
か
郵
送（
当
日
必

着
）し
て
く
だ
さ
い
。

嘱
託
職
員
（
社
会
福
祉
士
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
職
種　
社
会
福
祉
士
な
ど（
高
齢

者
の
相
談
支
援
業
務
、
介
護
予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
な
ど
）

■
募
集
要
件　

①
社
会
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
人

②
介
護
支
援
専
門
員
の
業
務
経
験
が

３
年
以
上
あ
り
、
高
齢
者
の
保
健

福
祉
に
関
す
る
相
談
援
助
業
務
に

３
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
人

＊
①
、
②
と
も
に
普
通
自
動
車
免
許

を
保
持
し
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
場
所　
更
埴
庁
舎
更
埴
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

■
勤
務
期
間　
4
月
1
日
～
平
成
30

年
3
月
31
日

■
勤
務
日
数　
一
般
職
員
に
準
じ
る

■
勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分（
原
則
）

■
賃
金　
月
額
20
万
８
９
０
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
社
会
福
祉
士
登
録
証

又
は
介
護
支
援
専
門
員
証
の
写

し
を
添
え
て
、３
月
13
日（
月
）ま

で
に
持
参
す
る
か
郵
送（
当
日
必

着
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
3
月
中
～
下
旬　

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
大
字
杭
瀬
下

84
番
地
、内
線
５
５
２
１
）

■
面
接
試
験　
３
月
下
旬　

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
戸
倉
庁
舎
・
福
祉
課（
〒
３
８
9

－

0
8
9
2 
千
曲
市
大
字
戸
倉

２
３
８
８
番
地
、内
線
６
２
１
３
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
戸
倉
庁
舎
・
高
齢
福
祉
課（
〒

３
８
9

－

0
8
9
2 

千
曲
市
大

字
戸
倉
２
３
８
８
番
地
、
内
線

６
２
３
８
）

民
生
・
児
童
委
員
の
紹
介

1
月
1
日
付
で
山
﨑
清
美
さ
ん

（
埴
生
桜
堂
地
区
担
当
）と
松
岡
欣

之
輔
さ
ん（
八
幡
北
堀
地
区
担
当
）

が
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

身
近
な
地
域
で
の
生
活
上
の
問

題
、
家
族
の
問
題
、
身
体
障
害
者
福

祉
、
高
齢
者
福
祉
や
児
童
福
祉
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
、
助
言
や

調
整
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。
任
期
は

平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
戸
倉
庁
舎
・
福
祉
課（
内
線

６
２
１
２
）

公
益
的
市
民
活
動
推
進
委
員
を
募
集

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現

に
向
け
た
指
針
や
具
体
的
な
行
動
計

画
に
つ
い
て
、
市
と
一
緒
に
考
え
行

動
し
て
く
れ
る「
公
益
的
市
民
活
動

推
進
委
員
」を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格　
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人
で
す
。

○
20
歳
以
上
の
市
民

○
で
き
る
だ
け
ほ
か
の
審
議
会
委
員

な
ど
に
委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
人

■
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
31
年

3
月
31
日
ま
で

■
応
募
方
法　
任
意
の
様
式
に「
協

働
を
進
め
る
た
め
に
大
切
な
こ

と
」を
テ
ー
マ
に
８
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、３

月
17
日（
金
）ま
で
に
郵
送（
当
日

消
印
有
効
）ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（seisaku@
city.chikum

a.

nagano.jp

）で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

■
選
考
方
法　
書
類
選
考

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁

舎
・
総
合
政
策
課（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
大
字
杭
瀬
下

84
番
地
、内
線
５
３
１
２
）

都
市
計
画
審
議
会
委
員
を
募
集

都
市
計
画
に
つ
い
て
調
査
や
審
議

を
行
な
う「
千
曲
市
都
市
計
画
審
議

会
」の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格　
20
歳
以
上
の
市
民

で
、
市
の
他
の
審
議
会
委
員
な
ど

に
な
っ
て
い
な
い
人

■
任
期　
任
命
の
日
か
ら
平
成
31
年

３
月
31
日
ま
で

■
応
募
期
限　
３
月
22
日（
水
）

■
応
募
方
法　

　
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙（
任
意
様

式
）に
、
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ

ナ
）・
電
話
番
号
・
年
齢
・
性

別
・
主
な
職
歴
・
応
募
理
由
を
書

き
、「
千
曲
市
の
都
市
計
画
」を
テ

ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度
の
作

文（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
任
意
様
式
）

を
添
え
て
、
更
埴
庁
舎
都
市
計
画

課
へ
持
参
す
る
か
郵
送（
当
日
消

印
有
効
）ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル（tosikei@

city.
chikum

a.nagano.jp

）
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。　

■
選
考
方
法　
書
類
選
考

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
都
市
計
画
課（
〒

３
８
７

－8
5
1
1
 
千
曲
市

大
字
杭
瀬
下
84
番
地
、
内
線

５
６
２
２
、
FAX
０
２
６

－2
7
3

－1
9
2
1
）
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３
月
は
、
就
学
や
卒
業
な
ど
に
よ

る
市
内
外
へ
の
転
入
出
や
、
勤
務
先

で
の
異
動
が
多
い
時
期
で
す
。左
表

の
事
例
を
参
考
に
、
忘
れ
ず
に
届
け

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
種
類

○
第
１
号
被
保
険
者　
自
営
業
、
学

生
、フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
人

○
第
２
号
被
保
険
者　
会
社
員
、
公

務
員
な
ど
の
人

○
第
３
号
被
保
険
者　
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
妻
ま
た

は
夫

平
成
29
年
度
学
生
納
付
特
例
の

お
知
ら
せ
を
郵
送

平
成
28
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が

承
認
さ
れ
て
い
た
人
で
、４
月
以
降
も

在
学
予
定
の
人
に
、
平
成
29
年
度
学

生
納
付
特
例
手
続
き
の
お
知
ら
せ
が

３
月
下
旬
に
郵
送
で
届
き
ま
す
。

引
き
続
き「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
同
封
の

申
請
書（
ハ
ガ
キ
）に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
保
護
シ
ー
ル
を
貼
り
郵

送
し
て
く
だ
さ
い（
在
学
証
明
書
や
学

生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で
す
）。

届け出が必要な事例

こんなとき どうする

引
っ
越
し
を
し
た

千曲市に
転入

第1号被保険者は、原則手続き不要
第2号、第3号被保険者の人は、本人
または配偶者の勤務先で手続き

千曲市外へ
転出

第1号被保険者の人は、転出先の市
町村で手続き

〈必要なもの〉年金手帳

千曲市内で
転居

第1号被保険者の人は、住民異動届
をお出しください。
国民年金の手続きは不要

会社を退職した
国民年金加入の手続き

〈必要なもの〉年金手帳、離職日の確
認できるもの

会社に就職した
勤務先が厚生年金や共済組合の加入
手続きをするので、市役所での手続
きは不要

国
民
年
金
に
関
す
る
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

学
校
が
変
わ
っ
た
場
合

は
、
改
め
て
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
在
学
証
明

書
や
学
生
証
の
写
し
を
添

付
の
う
え
、
国
民
年
金
担

当
窓
口（
更
埴
庁
舎
市
民

課
、
戸
倉
庁
舎
・
上
山
田

庁
舎
市
民
窓
口
課
）で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
長
野
南
年
金
事
務
所

（
℡
０
２
６

－

２
２
７

－

１
２
８
４
）

○
更
埴
庁
舎
・
市
民
課

（
内
線
５
４
３
４
）

千
曲
市
循
環
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正

循
環
バ
ス
の
主
な
改
正
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。
詳
細
は
千
曲
市
総

合
交
通
マ
ッ
プ
・
時
刻
表
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
大
循
環
線

①「
平
日
限
定
便
」を
運
行（
東
部
線

の
車
両
）

②
土
曜
日
も
5
便
を
運
行

③「
Ｊ
Ａ
あ
ん
ず
店
西
」の
停
留
所

を
増
設（
東
部
線
共
用
）

■
東
部
線

①
５
便
、６
便
の
運
行
を
早
め
、
10

人
乗
り
車
両
で
運
行（
料
金
は
変

更
な
し
）

②「
白
鳥
園
」「
つ
る
の
湯
」行
き
を

毎
週
火
曜
日
と
第
2
金
曜
日
に
減

便（
毎
週
木
曜
日
の
運
行
は
取
り

や
め
）

③「
菅
谷
医
院
前
」の
停
留
所
を
増

設（
姨
捨
線
共
用
）

■
姨
捨
線

　
「
姨
捨
駅
入
口（
降
車
専
用
）」の

停
留
所
を
増
設

■
大
田
原
線

　
「
治
田
山
」の
停
留
所
を
廃
止

４
月
１
日
（
土
）
か
ら
循
環
バ
ス
な
ど
の

ダ
イ
ヤ
が
変
わ
り
ま
す

■
更
級
戸
倉
線

　
運
行
経
路
を
一
部
変
更

■
五
加
戸
倉
線

①
土
曜
日
の
５
便
の
運
行
を
取
り
や

め
②
現
行
の
６
便
は
冬
期
間（
１
月
９

日
か
ら
３
月
16
日
）の
み
運
行

■
上
山
田
線

　
「
上
町
」「
と
よ
き
内
科
前
」「
二

階
堂
医
院
前
」を
運
行

①「
Ｊ
Ａ
あ
ん
ず
店
西
」の
停
留
所

を
新
設

②
17
時
の
8
便
の
運
行
を
廃
止
し
、

17
時
台
は
東
部
線
の
5
便
が
定
時

定
路
線
で
運
行

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
生

活
安
全
課（
内
線
５
５
３
１
）

便 運行時刻表

１便 ８：30～
２便 ９：30～
３便 10：30～
４便 11：30～
５便 12：30～
６便 14：30～
７便 16：00～

めぐりきらり号の
ダイヤ改正 デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
め
ぐ

り
き
ら
り
号
」
の
改
正

平
成
29
年
度
障
害
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
回
数
券
の
交
付

重
度
な
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
の

生
活
圏
拡
大
と
社
会
参
加
の
推
進
を

図
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象　
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者（
下
肢

ま
た
は
体
幹
１・２・３
級
、
内
部

ま
た
は
視
覚
障
が
い
１
級
の
人
）

○
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

○
療
育
手
帳
所
持
者（
Ａ
１
・
Ａ
２

の
人
）

○
精
神
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者（
１

級
の
人
）

○
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人（
難
病
患
者
）

■
交
付
枚
数　
４
月
か
ら
１
か
月
当

た
り
２
枚
の
割
合（
年
度
内
24
枚

を
限
度
）

＊
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
人
は
、
年
間
４
枚

の
交
付
と
な
り
ま
す
。

■
助
成
額　
１
枚
６
５
０
円
を
限
度

■
申
請
開
始
日　
３
月
21
日（
火
）

■
申
請
方
法　
印
鑑
と「
身
体
障
害

者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
保
健

福
祉
手
帳
・
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
」を
持

参
の
う
え
、
戸
倉
庁
舎
福
祉
課
、

更
埴
庁
舎
福
祉
支
援
係
ま
た
は
上

山
田
庁
舎
市
民
窓
口
課
で
申
請

し
、
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

家
族
や
日
常
的
介
護
者
な
ど
の
代

理
申
請
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
福

祉
課（
内
線
６
２
２
４
）

平
成
29
年
度
市
民
農
園
利
用
者
を
募
集

農
家
以
外
の
皆
さ
ん
が
、
家
庭
用

の
野
菜
を
作
り
、
土
に
親
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、
市
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す
。
市
民
農
園
で
楽
し
く

「
農
」に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
利
用
時
期
・
期
間　
４
月
１
日
か

ら
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
期
間
は

１
年
か
ら
３
年
と
農
園
毎
に
異
な

り
ま
す
。

■
申
込
方
法　
希
望
者
は
、
上
山
田

庁
舎
農
林
課
に
あ
る
市
民
農
園
利

用
申
込
書
に
記
入
し
て
、３
月
23

日（
木
）ま
で
に
農
林
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
者
が
多
数
の
募
集
区
画
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
利
用
上
の
注
意
事
項

○
市
民
農
園
利
用
者
は
、
千
曲
市
に

住
ん
で
い
る
人
で
、
家
庭
菜
園
を

楽
し
み
た
い
人
に
限
り
ま
す
。

○
駐
車
場
が
な
い
た
め
住
ん
で
い
る

所
か
ら
近
い
区
画
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

○
営
利
を
目
的
で
の
使
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
山
田
庁
舎
・

農
林
課（
内
線
７
２
７
１
）

市民農園の利用区画など

農園
№

地区名 農園名
面積

（㎡）
年間

使用料
募集
区画

農園位置

１
03 打沢 越田 66 2,000円 2 打沢会館

南側

104 打沢 松在毛 66 2,000円 １ 打沢会館
東側

105 稲荷山 伊勢宮 66 2,000円 ５ 更埴西中学
校東側

112 八幡 坪鼻 83 2,500円 １ 八幡保育園
東側

115 杭瀬下 見崎 66 2,000円 ３ 更埴体育館
南側

116 稲荷山 元町 66 2,000円 １ 治田池北側

118 稲荷山 元町 66～
100

2,000円～
3,000円 ３ 治田池北側

119 八幡 社地
川原 66 2,000円 １ 武水別神社

東側

204 戸倉 上町２ 92 2,800円 １ 上町ふれあ
い広場北側

208 戸倉 上中町
2 66 2,000円 １ 上中町踏切

南側

214 上徳間 上徳間 180 5,400円 １ 伊勢社北側
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指
定
校
変
更
と
区
域
外
就
学
の
制
度

適
正
な
規
模
の
学
校
で
、

教
育
の
機
会
均
等
と
教
育
水

準
の
維
持
向
上
を
図
る
と
い

う
趣
旨
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

小
・
中
学
校
に
通
学
区
域
を

設
定
し
て
い
ま
す
。（
下
表

１
）通

学
区
域
は
、
地
理
的
な

条
件
や
地
域
の
歴
史
的
な
経

緯
な
ど
か
ら
設
定
さ
れ
、
学

校
教
育
法
施
行
令
の
規
定
に

基
づ
き
、
学
校
を
指
定
す
る

際
の
基
準
と
な
り
ま
す
。

市
内
で
ほ
か
の
通
学
区

域
に
あ
る
学
校
へ
の
就
学

（
指
定
校
変
更
）や
、
市
外
の

学
校
へ
の
就
学（
区
域
外
就

学
）を
希
望
す
る
人
に
は
、

一
定
の
要
件
に
よ
り
認
め
ら

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す（
下

表
２
）。
希
望
す
る
人
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
戸
倉
庁
舎
・
教
育
総
務
課

（
内
線
６
３
１
５
）

学校名 通学区域

屋代小学校 大字屋代、大字粟佐
東小学校 大字雨宮、大字土口、大字生萱、大字森、大字倉科

埴生小学校 大字寂蒔、大字鋳物師屋、大字打沢、大字小島、大字桜堂、大字杭瀬下、杭瀬
下一・二・三・四・五・六丁目、大字新田、大字中

治田小学校 大字稲荷山、大字野高場、大字桑原、大字八幡のうち中原区
八幡小学校 大字八幡（中原区を除く）

戸倉小学校 大字磯部、大字戸倉、大字戸倉温泉、大字若宮のうち八王子地区、大字上徳間
のうち今井町区・柏王区、大字内川のうち柏王区

更級小学校 大字若宮（八王子地区を除く）、大字羽尾、大字須坂

五加小学校 大字上徳間（今井町区・柏王区を除く）、大字内川（柏王区を除く）、大字千本
柳、大字小船山

上山田小学校 大字力石、大字新山、大字上山田、上山田温泉一・二・三・四丁目
屋代中学校 大字屋代、大字粟佐、大字雨宮、大字土口、大字生萱、大字森、大字倉科

埴生中学校 大字寂蒔、大字鋳物師屋、大字打沢、大字小島、大字桜堂、大字杭瀬下、杭瀬
下一・二・三・四・五・六丁目、大字新田、大字中

更埴西中学校 大字稲荷山、大字野高場、大字桑原、大字八幡

戸倉上山田中学校
大字磯部、大字戸倉、大字戸倉温泉、大字若宮、大字羽尾、大字須坂、大字上
徳間、大字内川、大字千本柳、大字小船山、大字力石、大字新山、大字上山田、
上山田温泉一・二・三・四丁目

区　分 要　　件 許可期間

地理的な条件
指定校への通学が距離的に過重な負担となるとき。

（杭瀬下土地区画整理事業地域内で、指定校である埴生小学校から
1.5Ｋｍ以上の通学距離がある場合に、埴生小学校または隣接する通
学区にある屋代小学校の選択が可能です）

卒業まで

最終学年 小学校６年、中学校３年で夏休み以降の住所の異動。
学期途中 学期途中の住所の異動。 学年末まで

転出転居予定 住宅新築のため住所の異動が確実なとき。 住所を異動するまで
家庭の理由 両親が共働きなどのため祖父母宅などから通学するとき。 小学校３年まで

教育的配慮 いじめ、不登校などの理由から指定校への就学が児童・生徒・保護者
にとって著しく過重な負担になると予測されるとき。

申請理由が
解消するまでその他

その他の理由により教育委員会が認めたとき。
（杭瀬下土地区画整理事業地域内で、屋代小学校への指定校変更許可
を受けた児童が、中学入学の際、屋代中学校を希望する場合など）

表１　小・中学校の通学区域

表２　指定校変更・区域外就学の要件


